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4　年間指導計画に設定した地域と連携した教育活動の90％以上を実施 A　学校評価アンケート「ア」①「地域と連携した教育活動」肯定的評価　８０％以上

3　年間指導計画に設定した地域と連携した教育活動の８０％以上を実施 B　学校評価アンケート「ア」①「地域と連携した教育活動」肯定的評価　７０％以上

2　年間指導j計画に設定した地域と連携した教育活動の７０％以上を実施 C　学校評価アンケート「ア」①「地域と連携した教育活動」肯定的評価　６０％以上

1　年間指導計画に設定した地域活と連携した教育動の実施が７０％未満 D　学校評価アンケート「ア」①「地域と連携した教育活動」肯定的評価　６０％未満

4　年間６回以上参加の場を設定 A　保護者アンケート肯定的評価　８０％以上

3　年間５回以上参加の場を設定 B　保護者アンケート肯定的評価　７０％以上

2　年間４回以上参加の場を設定 C　保護者アンケート肯定的評価　６０％以上

1　年間４回未満参加の場を設定 D　保護者アンケート肯定的評価　６０％未満

4　週４回以上の更新 A　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　９０％以上

3　週３回以上の更新 B　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　８０％以上

2　週２回以上の更新 C　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　７０％以上

1　週１回以上の更新 D　学校評価アンケート「ア」③「情報発信」肯定的評価　７０％未満

４　意見収集の９０％以上で実施 A　保護者アンケート肯定的評価　８０％以上

３　意見収集の８０％以上で実施 B　保護者アンケート肯定的評価　７０％以上

２　意見収集の７０％以上で実施 C　保護者アンケート肯定的評価　６０％以上

１　意見収集の９０％未満で実施 D　保護者アンケート肯定的評価　６０％未満

４　９０％以上の単元で実施 A　学校評価アンケート「イ」①「基礎的・基本的な事柄の定着」肯定的評価　９０％以上

３　９０％以上の単元で実施 B　学校評価アンケート「イ」①「基礎的・基本的な事柄の定着」肯定的評価　８０％以上

２　９０％以上の単元で実施 C　学校評価アンケート「イ」①「基礎的・基本的な事柄の定着」肯定的評価　７０％以上

１　９０％以上の単元で実施 D　学校評価アンケート「イ」①「基礎的・基本的な事柄の定着」肯定的評価　７０％未満

4　週４回以上の実施 A　学校評価アンケート「イ」⑤「ICTの活用」肯定的評価　８０％以上

3　週３回以上の実施 B　学校評価アンケート「イ」⑤「ICTの活用」肯定的評価　７０％以上

2　週２回以上の実施 C　学校評価アンケート「イ」⑤「」肯定的評価肯定的評価　６０％以上

1　週１回以上の実施 D　学校評価アンケート「イ」⑤「ICTの活用」肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケート肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童.アンケート肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケート肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケート肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の授業で実施 A　児童アンケート肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の授業で実施 B　児童アンケート肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の授業で実施 C　児童アンケート肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の授業で実施 D　児童アンケート肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」②「決まりの遵守」肯定的評価　９０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」②「決まりの遵守」肯定的評価　８０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」②「決まりの遵守」肯定的評価　７０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」②「決まりの遵守」肯定的評価　７０％未満

4　いじめ防止の授業を月に1回以上指導実施 A　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止」肯定的評価　８０％以上

3　いじめ防止の授業を学期に2回以上指導実施 B　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止」肯定的評価　７０％以上

2　いじめ防止の授業を学期に１回以上指導実施 C　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止」肯定的評価　６０％以上

1　いじめ防止の授業を年に2回以上実施 D　学校評価アンケート「ウ」①「いじめ防止」肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケート肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケート肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　児童アンケート肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケート肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「ウ」③「あいさつ」肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」①「積極的な運動」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」①「積極的な運動」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」①「積極的な運動」肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」①「積極的な運動」肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　学校評価アンケート「エ」②「食習慣・生活習慣」肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケート肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケート肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　児童アンケート肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケート肯定的評価　６０％未満

4　90％以上の指導場面で実施 A　児童アンケート肯定的評価　８０％以上

3　80％以上の指導場面で実施 B　児童アンケート肯定的評価　７０％以上

2　70％以上の指導場面で実施 C　児童アンケート肯定的評価　６０％以上

1　70％未満の指導場面で実施 D　児童アンケート肯定的評価　６０％未満

取組指標の評価基準（結果数値からABCD評価へ）
取組指標平均　３．５以上　　　　　　　⇒　評語A
取組指標平均　３以上３．５未満　　　⇒　評語B
取組指標平均　２以上３未満　　　　　⇒　評語C
取組指標平均　２未満　　　　　　　　　⇒　評語D

　　　　　　　　　　　　※　学校独自に設定する場合は、枠内を修正明記してください。

B⇒　取組・成果ともに評価できるが、さらに改善したい

ボランティアの募集、行事アンケート、学校評価
などにおいてフォームを使用する。

A

　成果指標評価基準

縄跳びやマラソンのワークシートを作成・活用
し、児童の運動の意欲を高める。

A⇒　取組・成果ともに十分評価できる

・ふるさと教育の周知を目的とし
て、「みわサポ」を体験学習に取
り入れ、保護者へ参加を促し
た。結果、昨年に比べて、ポイン
トが上昇し成果が見られた。
・学年だよりを廃止し、学校だよ
り、に統一した。Ｔetoruによる情
報発信を必要に応じて行った。
感染症の情報は素早く行うこと
ができ好評だった。

学校教育目標  　　憲法・教育基本法の精神に基づき平和的な社会の形成者として、心身共に健やかな三輪小の子どもを育てる。
　　　　　　　　　　　　○たくましい子ども　　　　　　　◎考え深い子ども　　　　　　○心の豊かな子ども

○目指す学校像・・・・・・・・「子供の未来をひらく学校」　互いに関わり、認め合い、高め合いながら、未来を切り拓く基礎作りをしていくことのできる調和のとれた学校
○目指す児童・生徒像・・・・「みんな仲良し三輪の仲間」　自分の良さを見い出し、自分も友達も大切にする子
○目指す教師像・・・・・・・一人ひとりの子供たちの力を伸ばす指導力の向上

積極的な情報発信と情
報収集を通して、教育活
動への理解を求める。

C D

重点目標の成果と課題
（１）ふるさと教育については、課題を洗い出し、来年への見通しをもつようにした。（２）校内研の実施方法を大きく変えた。指導教諭の授業を見に行くことにしたことで、教
員が主体的に授業改善を取り組むようになったことは大きな成果である。

59

84

AB

・町田市スタンダード授業改善
シートを活用して、「見通しを持
たせる導入」「児童が選択でき
る場面」「価値ある対話の共
有」「振り返りの設置」などを教
員自身が自己分析し、指導力
向上を図る。
・ＩＣＴの活用については、来年
度の校内研にも取り入れ、ス
キルアップを図っていく。
・指導教諭の参観は引き続き
実施する。校内研究の方向性
を教職員で検討し、作り上げて
いく。

・きまりを守っていると感じてい
る保護者は8割近くとなり、生活
指導上は課題が少ない。
・いじめ防止や体罰防止の取り
組みについては、肯定的評価
は51％、わからないガ25％とな
り、課題が明確になった。
・縦割り班は、6年生のリーダー
力が育成できた。異学年交流
は、楽しく活動できていた。
・継続した地域の見守りの効果
もあり、よく挨拶できている。来
校者からも評価されていた。

A

89

A

保護者・地域のふるさと教育活動の参加を増や
す工夫をする。

A C

ホームページに保護者が必要な情報を掲載す
るととも、にTetoruでの情報配信を行う。。

92

A

A

A

C

65

令和7年3月31日

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現

目指す学校及び子どもの姿
を家庭や地域社会と共有・
連携した教育課程を実施す
る。

地域の環境及び人材を
生かした体験的活動を
活性化する。

ふるさと教育をカリキュラム・マネジメントの観
点から見直しを行い、地域と連携した教育活動
を効果的に実施する。

豊
か
な
心
の
涵
養

委員会、クラブ、たてわり班活動における児童
の主体的な活動の重視

A

A

Ａ

健
や
か
な
体
の
育
成

正しい生活習慣を身に付け
させ、丈夫な体とたくましい
心を育てるとともに、自助・
共助・公助の力を身に付け
る安全指導・安全教育を充
実する.

運動の日常化と健康教
育及び食育の充実を図
り、基礎体力の向上を図
る。

A

A

B

C

生活科、総合的な学習の時間、家庭科、給食
指導において、地域の農家と連携しした食育を
推進する。

3.1

3.4

3.67

心身を守る力を育成する
ための全校体制を徹底
する。

計画的な避難訓練を実施し、防災についての
意識を高める。

交通安全や不審者対応について、随時指導を
行い、全校朝会で注意喚起を行う。

多様性を尊重し、自分も他
者も大切にする意識・意欲・
態度を育てる。

他人を思いやる心、規範
意識等を育む。

学校のきまりを児童や児童に周知し、遵守する
意味を理解させる。

いじめの早期発見・早期解決のための生活指
導や道徳教育を実施する。

人との関わりを通して、
自分の周りの人を大切に
しようとする態度を養う。

クラスごとのあいさつ運動の実施、地域の方に
よる声かけを通して、すすんで挨拶する態度の
育成。

・体力向上は、三輪小だ
けの問題ではなく、現代
の子供たち全体の問題で
あるが、先生方も創意工
夫しながら注力されてい
る。子供たちは、体を動
かすことを楽しんでいるよ
うなので、今後に期待し
ている。
・保護者の意見にもあっ
たが、機能的な不審者対
策の必要性を感じてい
る。様々な場面を想定し、
緊急の際に十分対応でき
るように対策を講じてほし
い。そして、迅速に保護
者に共有してほしい。

Ｂ

Ａ

Ｂ

学習への興味・関心を高
め、主体的に「学び続け
る」子どもを育てる。

　授業改善を進め、基礎的・
基本的な知識及び技能の
確実な習得と思考力、判断
力、表現力等の育成ととも
に、主体的・対話的で深い
学びを実現する。

全学年で、国語や算数において、少人数指導
またはTT指導体制を実施する。

学習アプリを授業や家庭学習に取り入れ、個に
応じた指導を行う。

課題を見つけ、自分自身で解決させる授業の
実施

友達との意見交流の場を設け、思考を深めたり
広げたりする授業の実施

89

確
か
な
学
力
の
育
成

A

２０２４年度　町田市立三輪学校　学校経営計画・学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価）

・学力の項目では、子供
たちの自己評価がとても
高く、意欲や向上心を感
じる。また、保護者からも
肯定的な評価が多く、学
校への信頼度の高さがう
かがえる。

・読書の項目は、毎年保
護者の評価が低いが、家
よりも学校で本を手に取
る機会が多いからではな
いだろうか。学校は様々
な工夫を凝らしているの
で、今後の様子に注目し
ていきたい。

・いじめに関しては、学校
は早期発見・早期解決に
向けてしっかり取り組ん
でいると感じる。それに加
えて未然に防ぐ指導や子
供たちや保護者が相談し
やすい環境図栗にも期待
している。
・挨拶は学年が上がるに
つれて定着しているよう
に思う。低学年はこれか
ら身についていくだろう
が、規範意識形成の第一
歩だといえるので、大人
が模範を示していくことが
大切である。地域からも
しっかりと声掛けをした
い。

基礎的・基本的な知識及
び技能の確実に習得さ
せる。

B

C

C

・きまりの見直しを教職員だけ
でなく児童も参加して改善して
いく。
・いじめや体罰防止、人権につ
いての情報を様々な機会を活
用して発信していく。
・特別活動や学校行事を活性
化する。特に、展覧会は、久し
ぶりの大きな行事であり、児童
が生き生きと活躍する場面を
設定していく。
・あいさつ運動の形骸化を改
善するために、実施方法や内
容を改善する。

学校経営の重点　（１）地域人材・豊かな自然を活用したふるさと教育充実　（２）教職員の指導力向上

90

55

83

・ふるさと教育は、しっか
り子供たちの心に根付
き、成果も上がっていると
感じる。今後も学校と地
域の連携を図り、子供た
ちの成長を支えたい。

・今年度より始まった「み
わサポ」はとても良い取り
組みだと思う。ふるさと教
育の理解を深めてもらう
機会にもなるので、今後
保護者の参加者が増え
ることを期待している。

B

A

85

3.26

・体力テストの結果は上昇して
いるものの平均に届かない項
目もあった。
・地場野菜を使った給食の提供
は好評だった。提供した農家を
見学に行き、地域と連携した食
育を実施できた。
・避難訓練を見直しを行い、内
容を改善した。現実的でない訓
練については、大きく変更して
実施した。
・生活指導にかかわる問題が起
きた時には、必ず全校朝会で周
知した。すぐに対応すべきもの
については、担任から同じ内容
で指導できるよう印刷物を作成
し、統一した学級指導を行った。

・「みわサポ」の取り組みは、年
間の見通しをはっきりさせたう
えで、募集を行う。やれる時に
やれる人が学校の教育活動に
協力するシステムを構築する。
・ペーパレス化は、継続の方向
で進めるが、賛否両論ある。今
後も理解をしてもらうための説
明を行っていく。

・全国学力調査では、昨年度よ
り数値が上がっている。しかし、
強化によっては平均や平均を下
回る項目もあった。
・特に、主体的に学ぶ、学んだこ
とを表現するなどでは、課題が
見られた。
・ICTを活用した指導の良さを教
職員が学ぶ研修を行い、効果を
上げた。
・指導教諭の授業を全教員が参
観した。即実践できる指導法を
学んだことは、学校全体の学力
向上につながった。

そ
の
他

・来年度に展覧会が復活することになり、大変喜ばしい。運動会や学芸会、音楽会のほかにも子供たちが活躍
し、自己表現できる場が増えるのは良いことだと思う。
・先生方の働き改革が進み、帰宅時間が早まっていることに安どしている。意欲も高まり、余裕をもって子供たち
に向き合うことができるだろう。引き続き学校は、子供たちの「安心で安全な場所」であり続けることを期待する。
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・月曜日に定期的に体育朝会
を行い、体を動かす楽しさを体
感させる。
・地域との連携はふるさと教
育、食育等を通して、継続す
る。年3回、情報交換会を行
い、取組の課題を洗い出し、改
善していく。
・避難訓練は、時期や実施方
法に課題がある。引き続き、現
実重視の内容にしていく。
・保護者や地域に生活指導に
ついての情報を発信していく。
学校と家庭と協力連携して児
童を育てる風土を作っていく。

※　学校からの十分な説明をもとに、学校運営協議会で成
果と課題、改善点について協議する。
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3.63 93

2.47

97

83

C⇒　目標達成には至らないため、次年度の改善が必要
D⇒　重要な課題であるため、次年度、重点的に改善

A

A

B

A

A

A

B

2.47

3.1

3.67

90

3.89

3.16

3.8

成果指標平均 ８０％以上⇒評価A
成果指標平均 ７０％以上⇒評価B

成果指標平均 ５５％以上⇒評価C
成果指標平均 ５５％未満⇒評価D


